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貴重書 1,250 124 6 5609
容　器 235 37 72 1964
推奨値[4] <430 <20 <22 ―
10
に見合ったケミカル除去剤を含んだフィルターを
製作し，資料とともにガスバリヤフィルム内にて
約３か月間封入した（図４：前頁）。その後，有
機酸とアンモニアの変色試験を実施したところ，
変色が認められず，ある程度のリンス効果を得る
ことが分かった。試験は比較的放散ガス量が多い
貴重書で実施したため，他の貴重書についても同
様の方法で順次リンスすることで徐々に改質が可
能となる。これは貴重書の活用計画に合わせて，
実施する必要がある。
終わりに
いま学芸員資格を取得するには保存科学的調査
や方法を取り扱う「資料保存論」を履修せねばな
らない。「資料保存論」では先にあげた10番目の
要因に学芸員自身がならないために，温度湿度の
重要性，総合的害虫管理（IPM），光，紫外線，
空気質などといった資料環境の基礎を学ぶ[4]。図
書館に携わる方にも，所属学内の学芸員課程を聴
講できる機会があれば，ぜひ一度受けていただけ
ればと思っている。
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